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2014 年夏期日本語教育　教務報告
教務主任
鈴木　庸子
2014 年度の夏期日本語教育は、前年度の落雷、コンピュータウイルスによる機器トラ
ブルの反省に基づき大学からの支援環境がより整い、異常気象による大型の台風が懸念
されたほかは、事故もなく無事に終了した。
1．期間中のスケジュール
7 月 3 日 ( 木 ) 13:00 全体講師会
プレースメントテスト実施要領説明
7月 4日 ( 金 ) 9:00-15:00
15:30
学生の登録・入寮
全体オリエンテーション
7月 7日 ( 月 ) 9:00-12:00
12:30
プレースメントテスト実施、C1授業開始
歓迎会、学生向けキャンパス・ツアー／図書館オリエンテーショ
ン実施、プレースメントテスト採点及び判定会議
7月 8日 ( 火 ) 8:30 レベル判定結果発表、授業開始
　＊講師は午後、学生のコース移動等に対処
7月 9日 ( 水 ) 13:30-14:30 全体講師会
　＊毎週水曜日（7月 16 日と 8月 14 日を除く）の同時刻に全体講師会あり
7月 11 日 ( 金 ) 学生のコースを確定
　＊コースコーディネーターは学生名簿と授業担当者スケジュールを提出
7月 16 日 ( 水 ) 13:00-15:00 講師懇親会
8月 15 日 ( 金 )
13:00-
授業最終日
歓送会
8月 16 日 ( 土 ) 9:30-11:30
15:00
コース報告会
成績・報告書等　提出
	
2．コース概要
2014 年度の ICU夏期日本語教育のコースはゼロスタートの学生から上級までの 7レ
ベル（C1から C7）と継承語系学習者を対象としたC8の 8コースで編成された。
各コースのデザインは、特殊なコースであるC8 を除き、JLPの J1 から J7 のコース
デザインと同等になるように、教務主任が一括して編成し、スケジュールを組んだ。使
用教科書は以下の通りで、C8を除き JLPと同様である。
コース 使用教科書
C1（初級 1） 『ICUの日本語　Vol.1』
C2（初級 2） 『ICUの日本語　Vol.2』
－ 103 －
ICU日本語教育研究 11
ICU Studies in Japanese Language Education 11
C3（初級 3） 『ICUの日本語　Vol.3』
C4（中級 1） 『ICU 中級日本語 1』（2014 夏版）
C5（中級 2） 『ICU 中級日本語 2』（2014 夏版）
C6（中級 3） 『ICU 中級日本語 3』（2014 夏版）
C7（上級） 『どんな時どう使う日本語表現文型 500』アルク
C8 “Kanji in Context” Workbook Vol.1, vol.2  The Japan Times 
『留学生のための漢字の教科書中級 700　図書刊行会』
授業時間は、2013 年度 JLPカリキュラム改革に伴い、一コマ 60 分、1日 3コマ、週
15 コマとし、以下の時間帯で月曜から金曜日まで行った。個別指導時間は学生数にかか
わらずコース（セクション）あたり 60 分× 4コマ（月、火、木、金の 4日間）を配置した。
1限
2限
3限
9:00-10:00
10:10-11:10
11:20-12:20
《昼休み》
個別指導 13:30 ‒ 14:30
　
	3．コース担当講師と学生
コース担当講師、教室、学生数は次のとおりである。ディレクター、教務主任が
C8,C7 を担当したため、1名の講師にはC7に週 3コマ、C8 に週 4コマまたは 5コマの
担当を依頼した。C3のコースが 2セクションで、コーディネータ一人が 3名のティーチ
ングスタッフを束ねる体制となったためコーディネータの負担が大きかった。
各コース担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
レベル 教室 コーディネーター ティーチングスタッフ 学生数
C1 H-201 貴志　佳子 井上　佳子 12
C2 H-202 桜木　ともみ 大竹　萌 14
C3A H-204 小松　満帆 秋山　友香
鈴木　紗弓　　中野　奈央
12
C3B H-205 12
C4 H-265 成　永淑 中　智恵子 12
C5 H-262 保坂　明香 松本　ゆみ 12
C6 H-252 安原　義博 谷口　かおり 8
C7 H-251 鈴木　庸子 畠山　洋子・小柳津　成訓 3
C8 H-260 田中　和美 加藤　久子・小柳津　成訓 5
合計 教員：19 名 90
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特別支援を要する学生については、1名を受け入れ、拡大コピーと時間延長の措置に
よるプレースメントテストの結果、C4のコースに配置することにした。特別学修支援室
において教科書はすべてPDF化し、本人持参の iPad 上で教科書が読めるようにした。
担当講師は、授業用資料すべてについて拡大コピーを作成したほか、授業にあたって座
席の位置や板書のしかた、スクリーンの利用を工夫するなどの配慮をした。
4．教務・学習支援体制
1）IT 関係
講師および学生用にWiﬁ のパスワードを発行し、これにより学内のさまざまな場所で
のインターネット接続が可能となった。
2）教務支援
教務の支援は、日本語教育研究センター事務室のほかに、前年度同様の授業ヘルパー、
学生アルバイト、総合学習センター（ILC）所轄のヘルプデスクで行った。授業ヘルパー
と学生アルバイト（教務助手）はERB2-130 を勤務室として使用した。ヘルプデスクの
オフィスは通常は ILC-202 だが、今夏より一斉休暇中も本館 114 において開室された。
3）学生支援
図書館はフロアを縮小する夏休み体制で一斉休暇中も含めて連日開館した。通常学期
中と違い、週末は閉館したが、そのほかのサービスはすべて通常学期通りである。特別
支援学生のために一斉休暇中を除き、図書館の特別支援室を利用した。本館 215 に開室
した文化プログラムラウンジ、毎週水曜日の昼休みに企画した会話ラウンジなどが、学
生の会話練習の場としてよく機能していた。さらに ICUクリニックおよびサマーコース
に常駐する看護師が健康面のサポートをした。
4）教育機器類
授業準備および授業用のパソコンは、ILCのノートパソコンを使用し、授業ヘルパー
と教務助手がERB2-130 の部屋でキースイッチとともに一括管理して貸し出した。自主
教材のプリントアウトはERB2-105 号室のパソコン（Windows1 台、Mac1 台）からプリ
ンターに出力した。印刷は同じくERB2-105 号室の印刷機を使用した。
オーディオデッキと ICレコーダーは JLPのものを使用した。
5）会話ボランティア
各コースで 2回のビジターセッションを組み込み、そのため会話ボランティアのリク
ルートとコースコーディネーターとの連絡係を教務助手が担当した。
以上
